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旨
 BOr眈やRδ8sleが強調しているごとく,癌の転移様式の一つとして粘膜上への接種性転
 移があるが?しかしWaユ}箕9ちBorrmannら1まこのような転移はないと反論している。著者
 は実験的に腎転移を作って,転移の成立過程を観察し,尿路において接種性転移の存在を支持
 する結:果を∫得・た。
 実験には,5系のラット腹水肝癌(AH15らAH7974,AH1ア3)と呑竜ラットを用いた。
 腫瘍細胞約500万コあるいは50万コを腎動脈経由で腎に注入移植し,移植直後から21日ま
 で経時的に屠殺して,署内転移を組織学的に観察した。
 移植直後の腎では細動脈と糸球体血管に多数の栓塞腫瘍細胞を認め,2-5日後ではこの部に
 は輝癌細胞は少左(,変性した腫瘍細胞が見られた。4-5日以後では腎糸球体血管係蹄内で急
 に腫瘍の増殖隊が発見された。それ以後の腎では,次第に増殖が高度となり,腫瘍塊がボウマン
 腔を一一杯に満している像まで種々の転移増殖像が見られた。これらの陣場のうち,ボウマン境内
 葉の基底膜で被われているものもあることから,糸球体血管内で初期増殖が起動増大するとと
 もにボウマン腔へ脱落転移したと考えられた。また,ボウマン腔尿管極から近位曲尿細管初部に
 かけて腫瘍が連続している像や近位曲尿細管からヘンレ氏係蹄下行脚にかけて多ぐの管内転移巣
 を認めた。細胞分裂〔象を含むこれら尿細管腔内1庫瘍は管腔内を満してむり,その部の尿細管上皮
 が扁平になっていたり,消失しているところも認められた。ボウマン鍵外葉基底膜,尿細管基底
 膜を破壊して外部に侵潤性に増殖している嫁は発見されなかった。腎のその他の部位への転移は,
 少数例で動脈内に栓塞性転移を認めたのみであった。梗塞巣むよび転移巣の壊死も見られない。
 i日日から21日までに屠殺あるいは死亡したラットで,膀胱尿の細胞診を行なったが,腫瘍細
 胞を検出した例はなかった。
 尿路粘膜を含めて,粘膜上への接種性癌転移の臨床例については多くの報告があ蛎実験的に
 も経気道性肺転移や経尿道的膀胱内移植による膀胱墾上部尿路への接種性転移の存在することが
ド
 証明されて語り,本実験の結果から,ROs8ユGのいうAus6cheid・ungscarci船80,
 あるいはまた転移性および原発性腎1]二∫蕩が下部尿路に接種性転移を形成する可能性の存在するこ
 とカ`確言忍された。
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 審査結果の要旨
 臨床上,気迫.尿路.消化管粘膜上への癌転移,すなわち接種性転移についての報告があるが,
 これに対し,そのような転移様式はないと強く反論する研究者もある。それは,この転移巣を原発
 腋瘍のリγバ行性あるいは血行生転移,また多発性腫瘍と鑑別することがきわめて困難であること
 にその論拠がある。しかし,経気道性肺転移,経尿道的膀胱転移についてはすでに実験的に証明さ
 れて齢り,著者も実験的に尿路の接種性転移の存在を支持する成績を得た。
 実験には5系のラット腹水肝癌とラットを用い,一定数の腫瘍細胞を腎動脈経由で腎に移植し,
 移植直後から21日まで経時的に屠殺,腎内転移巣を組織学的に観察して次の結果を得た。1)署
 内初期転移は腎糸球体血管係蹄内にのみ認められた。2)それ以後,ボウマン腔に進展,転移。
 5)ボウマン腔からさらに近位曲尿細管,髄質部尿細管へと進展ないし転移増殖する。4)ボゥマ
 ン嚢外葉基底膜,尿細管基底膜を破壊して管腔外へ侵潤増殖することはなく,また腎の他の部位へ
 の転移像は認めていない。
 以上の結果から腎腫瘍ないし骨転移巣が下方尿路へ接種性転移を形成する可能性の存在すること
 が確認され,また転移した腫瘍が腎糸球体から,そのnepbro且を下行性に転移進展して行く注
 目すべき所見を得ている。な分,腫瘍細胞にとっては経気道性肺転移よりも条件の悪いと考えられ
 る濃艶に接種性転移の存在することが証明されたことから消化管内の接種性癌転移の実存すること
 が推定される。
 以上,著者の研究は独自の実験手技を工夫し,使用した腫瘍が腎で注目さるべき転移増殖様式を
 なナことを発見し,尿路の接種性転移が存在することに重大な根極を与えた。
 したがって本論文は学位を授与ずるに値するものと認める。
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